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とのうち， (1)，位加教師の児童K対する態度であ!?， (3)， (4)が児童の教師K対する態度についての調
査である。 (1)， (3)は行動調査で(2)，(4)は意見調食のかたちをとる ζとが多い。とれらの調査の多くは評
定尺度や意見尺度によるものであるが，最近では態度の一面を構成すると考えられるイメ ージ分析の手





念ものをな〈して客観的左行動をとなしてさく・ろうとするテスト!tCC C P LA Te s t for Measuremcn t 








大きな意味をもっと考える。また， CCPのよう K略画場面を用いるととによって， でまた ，現実の教師.
の反応を求める ζとKよって小学校低学年の児童にも適用できると考えられる。幸¥r>，徳島大学の岸田
氏のど厚意によって教師認知調査を借用する ζとができた。 ζれKよって小学校低学年のもつ教師の認
知構造と， 1 • 2 ， 3年生，'Cなけるその学年別変化を考察したc
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I 目的
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方法と して ， その理論的背~ゃ構成は親子関係調査の一方法であるccp とその手法を同 じくすると考
えられるので.cιPの手引笹(主主4)が参考V亡なる。 概絡は次のよう念ものである。
第 1表 教師認知調査の構成
項 目 京IJ 激 語 場面 欲 求
教室のガラス破損の訴え 教室のガラスを制タました。 生活 自己防衛
2 学習の飽きの訴え 勉強はもうあき ました。 学習 自己主張救助
5 学習謙題変更の要請 もっとひくくしてください 学習 救助 自己主張
(体育) むbです。
4 絵の批評を求める との絵じよ うずでしょう。 学習 承認自己主張顕示
5 宿題未完成の報告 宿題とれだけしかできません 生活 自己防衛
でした。 学官P
6 友人の袋行為の訴え あの子がいじわるしまナ。 生活 親和救助
7 共遊びの要請 hっしょK遊んで〈ださい。 生活 親和
8 学習援助の要請 ととむずかL.，.¥t">んです。 学習 救助
どうするんですか。
守 学習縁題変更の要請 もっとやさしい問題κかえて 学習 救助
(難問鏑) 〈ださい。
1 0誤字の指摘 その字ちがっています。 学習 自己主張救助
児童の教師K対する認知は ，児童の示す欲求K対する教師の受容 ，拒否Kよって形成される。具体的
























































































1 受容的溺愛的 | 児童の欲求Kなんら統制を加えず， そのまま
容認 し，全面的K受容する。
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(1. 1 2) 
2.9 
( .5 f ) 
2 年
男 女 計
2.7 2.7 2.7 
( .83) ( .8 1) ( .82) 
3.9 4.2 4.口
(1.3η (1.03) (1.2 1) 
3.9 4.2 4.1 
(1.36) ( .86) (1.1 4) 
3.8 3.8 3.8 
(1. 1 6) (1.23) (1.1り
4.3 4.2 4.3 
( .98) (1.1 5) (1.08) 
2.6 2.9 2.8 
(1. 1 4) (1. 1 9) (1.1 7) 
4.1 4.6 4.4 
(1. 1 8) ( .83) (1.口4)
3.6 3.6 3.6 
( 1.2 5) (1.0 5) (1.1 5) 
4.1 4.3 4.2 
(1. 2 8) ( .80) (1.0 6) 
3.3 3.日 3.1 




男 女 言十 男 女 言十
2.7 2.7 2.7 2.9 2.9 之宮
( .90) ( . 6 1) ( .77) ( .97) ( . 82) ( .90) 
3.7 3.3 3.5 3.5 3.5 3.5 
( .83) (1.1 0) (1.00) ( 1.95) (1.23) (1.5η 
3.8 3.8 3.8 3.7 4.3 4.0 
(1.3 4) (1.26) (1.3 0) (1.43) (1.29) (1.36) 
3.7 3.4 3.6 3.7 玉7 3.7 
(1.1 8) (1.26) (1.23) (1. 1 1) (1.19) (1.15) 
4.1 3.8 4.0 4.3 4.2 4.3 
( .95) (1.13) (1.0 7) ( .96) (1.12) (1. 04) 
2.8 3.3 3.1 2.8 3.0 2.9 
(1.30) (1. 1 2) (1.24) (1.1 7) (1. 12) (1.15) 
5田守 4.3 4.1 4.1 4.5 4.3 
(1.2 2) (1.1日) (1.1 6) (1.14) ( .98) (1.06) 
3.0 2.9 2.9 3.5 3.4 3.5 
(1. 4 1) (1. 42) (1.4 1) .(1.28) (1.20) (1.24) 
4.4 4.4 4. I 4.2 4.3 4.2 
(1.2 7) ( .88) (1.1 3) (1.3 0) ( .88) (1.09) 
2.4 之5 2.4 2.6 2.8 2.7 
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とれをプロフィーノレK描いたのが第2図である。とれによれば，③ょb右にかたよタがみられるが，
拒否的認知の傾向が多いととを示す。 1年生で受容的傾向のみられるのは， 2勉強の飽き， 6 友人C
悪行為， 10誤字指摘であり， 2年では， 1教室のガラス破損， 6友人の悪行為， .3年では， 1教室¢
ガラス破損， 8学習の援助， 1 0誤字指摘でぎるが，いずれもその度合いは少ない。
学年間では 2年 ，3年が類似の傾向を示し，また， 2年で， 6友人の悪、行為， 9課題変更(難問題)













反 応 類 型
1 -竿 2 年 5 年 計
男 女 計 男 女 計 持 女 計|男 女 計
1受容的溺愛的 全面的受容 。。。。。 。。。。。。
2受容的教育的 誉めて諭す 。日 7 1 0 ? 6 16 16 。 .3 4 36 7日
許 し諭す 。日 ? 日 1 1 1 0 20 18 
5客観的教育的 相談 。日 。日 日 日 。日
事態の明瞭化 1 23 9 10 25 ? 1 7 37 19 28 85 I 
後始末 1 0 1 1 2 4 4 7 16 22 
4拒否的教育的 注意訓戒 5 5 6 1 1 3 日 5 ? q 18 




1 年 2 年 5 年 計
反 応、 類 型
男 女 富十 男 女 計 男 女 計 男 女 計
1受容的溺愛的 学習の中止 。。。5 4 。1 1 5 2 5 
2受容的教育的 気分の転換 。。 。。 。。 日 。
事情の探索 。。33 。。8 。。18 。。59 
激励 14 19 5 5 5 1 '3 24 35 
5客説的教育的 相談 。。 。。 。。 。。
2 5 6 13 
事態の明瞭化 2 。 2 5 4 2 B 5 
4拒否的教育的 注意訓戒 5 T 4 B 1 3 21 24 20 44 35 34 69 
一
5拒否的支配的 指導放棄 。1 玉 6 5 4 10 




1ギでは「だめです。もう少しがまんしなさい J iもう少しで念遊びですから， がんばってかき念
さい 」という激励K集中している。その他では 「どうしてですか J (事態の明瞭化) rさいどをで
きちんとかきなさい J (注窓)がある。
2年 ，3年では大き:を違いは念いが 1年と呉念タ 「じゃ，遊びUてしましょう J iあとは宿題(t[L.ょう。」
(学習の 中止)がみられ， 注意 ・訓戒と共Kiそれなら家へ帰ってテレビでもみていなさい J
「もう学校へきなさんな J i教室からでて〈ださい J i給食を食べにきているのですか J等の非難，
処罰が多 〈みられる ，その他「頭がよく左bませんよ J rあの人をみ左さい，J iじぶんのために






1 年 2 年 5 年 4 年
反 了応 類 型
男 言十 女 計 男 女 計 |女 男 女 計 男
1受容的溺愛的 全面的受容 5 5 10 4 5 5 5 1 0 14 1 1 25 
2受容的教育的 受容し努力 5 3 . 6 4 2 6 4 5 7 1 1 8 
3客観的教育的 事態の明瞭化 。日 日 。。。。。D 。。。
4拒否的教育的 練習努力 6 4 11 22 1 2 18 29 44 
1 1 35 40 86 
事態の理解 。1 1 1 6 4 1 6 
5拒否的支配的 叱責強制 4 7 16 1 4 '1 3 1 1 33 32 
11 31 24 66 












年 2 年 5 年 計反 応 類 型
計|男 計!男男 女 女 女 言十 男 女 計
1受容的溺受的 過剰な賞讃 。日 。日 。。。2 2 。2 2 
2受容的教育的 同意賞讃 1 2 5 9 1 2 21 12 1 4 26 22 28 5日
ろ客観的教育的 理由を求める 。。。2 5 。。。2 1 
一一一一
4拒否的教育的 同意指導 1 3 14 27 14 13 27 16 18 34 43 45 88 
5拒否的支配的 指導 5 5 ↓ 10 1 4 7 5 22 24 
10 守 27 22 59 














年 2 十ルー 5 年 計民ー 応、 類 型
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
1受容的溺愛的 容認 。。 。。 。 。。 4 4 8 
事情の谷認 。。 5 2 2 5 
2受容的教育的 指導 。 。。 。。 。
1 。l 。
課題反省 。。 。。 。。 。。
5客観的教育的 理由の確め 1 。1 7 6 1 3 1 0 15 25 1 8 21 39 
4拒否的教育的 注意 2 5 8 13 1 1 ? 2日 1 7 1 8 :D 5 
5拒否的支配的 叱資 。。 2 7 7 4 9 1 1 
34 47 34 115 
|宿題完成 15 1 9 20 1 8 1 1 1 2 46 49 
?年では罰としての宿題完成K集中し， 2年 ，3年で理由の確かめや注意， ~II戒，叱責がふえてきて






年 2 年 3 年
反 応 類 型
男 女 計 男 女 言十 男 女 計 男 女 言十
1受容的溺愛的 訓戒の約束 2 3 ι 6 1 2 ? 5 1 2 16 11 27 
2受容的教育的 相手の非難 1 2 4 2 5 2 8 6 
同意と対策 2 8 日 1 25 2 2 1 5 5 5 48 
消極的対策 。2 1 1 7 4 2 1 5 1 1 
3客観的教育的 事態の説明 1 0 1 1 7 ? 4 1 3 1 7 16 31 47 
41臣否的教育的 注念 5 ι 14 15 2 9 1 6 12 28 35 2 8 ι五







反応、は1年では「どの子です沙リが最も多<i別な子と遊びなさいJ (消極的対策) iいっしょ に遊





1 年 2 年 5 年 計
反 Iι 類 重量
男 女 言十 男 女 言十 男 女 計 男 女 計
1受容的溺愛的 謝罪し同意 。。。。。。。。。。。。
2受容的教育的 実行 。 2 2 7 5 1 0 1 0 7 17 1 7 12 29 
5容量完的教育的 事惑の説明 。。。2 日 2 2 。2 4 日 4 
4拒否的教育的 実行遅延 5 5 6 8 1 0 ? |21 20 
謝罪し拒否
日 1 4 1 9 4 1 。。 。。 。日 。。






@ rととむずかしいです ，どうするんですか。 1
第 12表
反 応 類 裂
年
女 言十
1受容的溺愛的 直接的援助 ! 日 。。
2受容的教育的 指導的援助 。。。
激励 。 G 
5客倒的教育的 事態の説明 | 。。。
4拒甜教育的 棋を酎 ↓118 20 
! 参考書調べ 日 38 。
!5拒否的支配的 !tE否叱責 1 1 2 
2 年
男女宣一






8 3 11 
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5 年 計
男女計 男 女 富十
1 1 1 2 23 16 1 6 b2 
5 4 B 6 
? 15 。日 。
2 3 3 1 4 
17 20 57 70 
40 1 31 
2 1 2 2 








教えますJrそζをあとκしなさい」等の指導的援助. rもう 2年生だから一人でやり なさいJrきの
う本をよ〈調べなかったからです」等の拒否がみられる。
⑦ 「もっ とやさ しい問題Kかえて〈ださい。」
第 13表
年 2 年 5 年 言十
反 応 類 型
男 女 言十 男 女 言十 男 女 計 男 女 計
1受容的溺愛的 直ちに承諾 5 4 5 日 5 4 5 1 0 2 12 
2受容的教育的 指導的援助 日 2 。2 2 5 2 5 
3客観的教育的 事態の説明 。 5 8 11 2 5 5 1 0 15
1 
4拒否的教育的 再考を促す ? 15 6 B 5 日 1 8 31 
解決の可能性
24 1 7 1 5 56 。。 2 。4 d 
5拒否的支配的 拒否叱資 ι 7 20 2 1 25 57 58 4 7 105 
学習活動で解決不能な問題K直面し，そのため非難された9.叱られたbするととを，場箇の転換K
よって避けたいという気持から教師K依存する行動としてあらわれたものと考えるととができる。








年 2 年 5 年 計
反 応 類 型一
男 言十 男 女 言十 言十 男 女女 男 女 言十
1受容的溺愛的 過度の謝罪 。。。。。。。。。。。。
2受容的教育的 肯定謝罪 3 2 7 ? 14 18 24 29 
肯定賞讃
5 1 7 39 61 。。 。 4 5 4 4 
5客観的教育的 肯定訂正 12 15 27 17 25 42 20 20 40 49 60 1日?
4拒否的教育的 弁解 日 。。1 2 。。。 1 1 2 
5拒否的支自由旬 合理化 。 。日 。。 。
1 1 20 14 












ー項目~検\定\種別 1 2 3 4 
1年5の善 2ι 年 2年7の主宰 58 年 5年9の芸1.2・5年 1.2年 2・5年 1年
1教室のガラス ※※ ※※ ※※ ※※ ※ ※※ ※ ※※ ※ 
2勉強の飽き ※※ ※※ ※※ ※ ※※ ※ ※※ ※ 
3課題変更 ※ ※※ ※ ※※ ※ 
4絵の批評 ※※ ※※ ※※ ※ ※※ ※ ※※ ※ 
5宿題未完成 ※※ ※※ ※ ※※ ※ ※※ ※ 
6友人の悪、行為 ※※ ※※ ※※ ※ ※※ 
Y共遊び ※※ ※ ※※ ※ ※※ ※ 
8学習援助 ※※ ※※ ※※ ※※ ※※ ※※ ※ ※※ 
P謀題変更 ※※ ※※ ※ ※※ ※ ※※ ※ ※※ ※ 
1 0誤字指摘 ※※ ※ ※※ ※※ ※※ ※※ ※ 
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注※は5婦の有意水準で差がみられるもの，※※は 1%の有意水準で差がみられるものである。
検定の種別は次のようである。 1， 1 ~手 ・ 2 年 ・ 5 年にお、ける反応、の類型 ( 5分類Kよる)と学年
差との関係 .2 ， 1年と 2年It::t.'ける反応類型と学年差との関係 3 ， 2年と 5年1'0:，'ける反応類型と
学年差との関係 4 ， 1年Kかける反応類型閣の傾向 5 ， 1年f[:t.'ける反応、を矩否的{拒否的教育的
情的支配的)と受容的(受容的教育的 ，受容的溺愛的)とのこ類型vl:ついての反応数の差を頻数の信
頼区間よりみたもの 6 ， 2年K::t..ける反rt瀕君世間の傾向 7 ， 2年It:$'ける反応、を 5と同じようにみ
たもの 8 ， 3年vl::t.'ける反応、類裂の傾向 9 ， 3年K::t.'ける反応を5と同じようKみたもの。
1年， 2年， 3年をと bして反応類型K差のある項目は 1， 2 ， 3 ，5 ，6 ，8 ， 9 ， 10
の8項目であったが， 1年と 2年との反応調型の差K:ついてみる と1，2，4，8，9，10の6項目
である。さらIC2年と 5年との反応類型の差がみられるものは 1， 8 ， 9 ， 1 0の4項目であり， 乙
れが各学年間K差がみられたものである。
また，各学年Kなける反応傾向Kついてはどの学年もすべての項目K一定の傾向があると判断された
が，受容的反応，拒否的反応の頻数の差Kついては 1年で7項目， 2年で?項目， 3年で B項目である。
2 教師認知調査の構造
調査結果を 1， 2 ， 3年生計 180名Kついて各反応を受容的溺愛的から拒否的支配的類型K分類し
て 1点から5点を与え，ピアソシの相関係数を求めたのが第 16表である。
第 16表
I~ 2 5 4 5 6 7 8 ? 10 
2 一.17 
5 -.11 .ι 
4 11 12 04 
5 .22 -.05 . 05 2 1 
6 08 .07 • 09 .04 ーパ 6
7 -_ 11 .12 12 .09一.03 • 08 
8 .22 .04 01 . 02 • 1 5 08 15 
? .29 1 0 • 1 9 02 • 10 01 .05 一.14 
10 .08 .0 • 1 3 1 3 • 06 -_ 1 1 . 14 • 1 5 • 10 
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との相関表K基づいてセ γ トロイド法による因子分析を行ない ，直交回転を行なったととろ次のよう
な因子行列が得られた。
第 17表
E E h2 各項K共通した一般的因子はな <，負荷
.43 -.29 .28 .35 量Kよって三分類すれば次のよ うKなる。
2 . 1 1 .75 1日 .58 第 l因子 教室のガラスをわりま
5 .27 .80 .04 7 1 した。
4 .29 一.04 .27 .16 4 ζの絵じようずでしょ
5 .34 一.07 .24 .18 う。
6 .02 .08 .32 .11 5 宿題とれだけしかでき‘
7 .02 .22 .21 .09 まぜんでした。
8 一，02 09 .52 .28 ? もっとやさしい問題K
? .50 .1 1 一.12 .28 かえて〈ださい。
1 0 .31 .05 .05 1 0 1 0 その字ちがっています。








第 I因子 1 自己防衛 4 自己顕示，承認 5 自己防衛 ? 数助 10自己顕示，承認と左
タ，自己防衛，自己顕示独立の意味を含むように考えられる。
第日因子 2 自己主張，主主助 5 自己主張，数助 7 親和であt，自己主張の意味と考えられ
る。
第 E因子 6 緩和，放助 8 教助であt，救助・依存の意味が多いと考えられる。
とれらの各国子κよる分類Kよって環自対IJ得点を算出したのが第 18表である。
第 18表
~ 年 2 年 5 年女 |男 女 言十 男 言十 男 女 計 男
第 I因子 3.9 3.9 3. 9 3. 7 3. 6 3. 7 3.5 3. 4 3.5 3.6 
第 E因子 3. 4 3. 4 3.4 4.0 4. 3 4.2 3.8 3. 8 3.8 3.8 




3. 6 3. 6 
3.9 3.8 
3. 2 3. 2 
学年別の因子聞の差Kついては，各学年K共通な傾向はみられ?をい。 1年生では第 1，第 n，第E因
子の臓に抱否的教育的傾向が強<， 2年生， 3年生では第n，第 I，第E因子のj願K拒否的教育的傾向













(1) C C pについて
前にも述べてきたので略述すれば子どもがどのように殺を認知しているかをみようとするものである。
第 19表
番号 場 面 背景の欲求 前景の欲求
1 3 きぶんがわるいのです。 有害回避 教助
2 1 4 いっ しょにあそんで ， 遊戯 親和
5 1 5 ひとりでするよ。 自律 不可侵
4 16 ベんきょう，:.1:;-しえてちょうだい。 屈辱回避非難回避理解 救助
5 1 7 ちょっときてどらん。 説明 親和
6 18 みないでよ。 把持 不可侵
7 19 ほんかつてちょうだい。 理解遊戯 救助
8 20 ζんなえかいてきた。 B己顕示 承認
? 21 辛子っかいにい〈のめんとう〈さいなあ。 自律 自律
1 0 22 きょうのテストあま bでき念かった。 屈辱回避 救助
1 1 23 手つだわして。 自己顕示 親和 裁和






受 廿~ J巨 否
その他
父 !「子 一 ，谷
拒 否
f その他母
c' s D R I 
， 
C D c s D D R 
1 31 3 
一一
1 6 27 7 29 6 
2 16 5 4 ? 6 141 1 6 1 1 8 4 1 ? 
5 2 4 5 5 27 1 5 1 0 5 5 21 
4 4 ? 1 5 5 2 7 16 6 11 6 6 5 4 4 
5 3 14 4 B 1 2 8 1 7 4 8 8 4 1 4 
6 2 2 15 18 1 5 13 1 7 1 3 
7 1 0 i 6 ? ? 5 5 19 8 7 12 5 
日 20 1 4 2 4 20 16 14 6 
11 22 2 5 21 q 21 1 0 
1 0 1 2 22 4 1 10 22 1 2 26 2 2 7 
1 1 3 13 1 0 2 5 ? 23 2 ? 5 2 5 1 2




的教育的 D，Dー拒否的教育的， R ， 1 ， 1ー 拒否的支配的の分頴となった。項目別の比較ができま
いため受容的ー拒否的VCl-5点を与えて総点によって教師認知.父の認知，母の認知の三者陀ついて
の関係をフリードマンの検定Kよってみたととろ 5 % の~怠水準で差がみられた。さらに教師ー父，














5 項目がある。それぞれ仁つ~-C数回Ilïー父 教師ー母の認知の関係付次のよ今 Vてなゐ。
第 22表 ①勉強の援助
7J 三
l 師|受容 1 o _ ~ I _~ O____D I 
% 2 3表 ②共遊の妥請
第 21表
父 | 母一 一
拒否 !受容拒否
15 13 I 12 1 8 


























向として，どのような ものが望ましいかを一般的κ規定することはでき念いU しいていえば ，教師陀適
応したかたちで認知しているかどうかであろう。児長K不適応行動なb兵常D動がみられるとき(rC，そ
_ 1守一










指示Vて従うわけで ，反応のかたよりも当然ではあるが， 1年ではそれがと((fC目立っていた。 1年では



































注 1 岸田元美 「児童 ・生徒と教師の人間関係」
注2 I司上
注5 議峰「家庭と学校」 第 1巻家庭と学校
P27-28 
P :5 1 内~ 3 3 




注5 H.A.マ アレー「パーソナリ ティJ1 外林大作訳縦 P292-295 誠信書房
注6 前掲官事 (注4) P 1 4 
- 2 Lー
